
チェルノブイリ子ども基金

病気の子どもをもつ母親たちの呼びかけを受け募金活動を始めたのをきっかけに1991年４月に設立。
これまでに医療機器、医薬品、ミルク、教材、放射線検知器のほか、救援物資数十トンを被災地に送っている。
1996年7月から毎年、ベラルーシとウクライナのチェルノブイリ事故被災地の病気の子どもたちのための
保養プロジェクトを行っている。



ウクライナ 甲状腺の患者と家族への支援

2022年4月



国外へ避難した人たち ウクライナ → チェコ（2022年4月）→ イギリス（9月）



国外へ避難した人たち ウクライナ → ドイツ（2022年8月）



ウクライナへの緊急支援

●オヴルチ市立病院

●オヴルチ子ども芸術アカデミー

●内分泌研究所 キエフ（キーウ）市

●ナロジチ公立初期医療
ヘルスケセンター
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NGO「チェルノブイリの子どもたちの生存」キエフ（キーウ）市



内分泌代謝研究所 放射線診断・治療部門
キエフ（キーウ）市

甲状腺がんの手術を受けた患者、6,242人が登録。
そのうちチェルノブイリ事故当時子どもだった世代の患者は4,214人。

（2021年1月時点）

甲状腺がんの手術を受けた患者への医薬品支援 2022年8月



ナロジチ公立 初期医療ヘルスケアセンター

自動血液分析装置の支援
2023年1月



オヴルチ市立病院 産婦人科・小児科

医薬品の支援 2023年2月

支援要望：医薬品のリスト



オヴルチ子ども芸術アカデミー

授業で使用するノートブックパソコンの支援
2023年2月



子どもたちのためのクリスマス会

ベラルーシ
NGO「困難の中の子どもたちへ希望を」

2022年12月24日

ウクライナ
「オヴルチ子ども芸術アカデミー」

2022年12月30日



ベラルーシ 「子どもリハビリ・健康回復センター “ナデジダ”」

放射線汚染地区で暮らす子どものための保養施設

●1994年（チェルノブイリ事故から8年後）、ベラルーシとドイツのNGOが共同で設立。

「チェルノブイリ子ども基金」は設立当初からこの施設の運営に協力している。

●汚染地区の子どもたちが、学校のクラス単位で年間を通じて保養に訪れる。保養費用は国家

が負担。これまでに保養した子どもは7万人以上。

●子ども基金の「病気の子どものための保養プロジェクト」は、1996年からこの施設で行っている。



◆腫瘍病・血液病などの病気の子どものための保養◆
ベラルーシ子ども健康回復センター「希望」

2022年8月3日～8月26日



ベラルーシ
NGO
「困難の中の子どもたちへ希望を」

会員の病気の内訳

2023年3月現在

*1 骨や軟組織に発生する悪性腫瘍

*２ 悪性リンパ腫の一種

病名 5～17歳 18～28歳 合計

白血病、その他の血液病、未分化大細胞型リンパ腫 14 56 70

脳腫瘍 6 42 48

小骨盤の腫瘍、ユーイング肉腫*1 7 29 36

腎臓がん 12 22 34

目の腫瘍 5 25 30

肝臓がん 1 23 24

甲状腺がん 0 23 23

鼻咽頭の腫瘍 6 12 18

皮膚がん 2 9 11

神経節腫、縦隔神経芽細胞腫、ホジキンリンパ腫*2 10 1 11

単腎症、先天性腎臓疾患、糸球体腎炎 1 4 5

結節性甲状腺の腺腫 0 4 4

右腎臓腺腫、神経芽細胞腫 2 1 3

海綿状頸部血管腫 3 0 3

成長不全（成長障害） 0 3 3

染色体疾患、ターナー症候群 0 1 1

血管奇形 1 0 1

合計 70 255 325



◆チェルノブイリ事故被害者家族の保養◆
ベラルーシ子ども健康回復センター「希望」

2022年7月9日～22日



◆日本の里親による支援◆
一人の病気の子どもを、日本の里親が経済的に支える。1998年の開始から、これまでに340人、
現在は49人の子どもが支援を受けている。

サーシャ（16歳）
ウクライナ

ルスラン（5歳）
ベラルーシ

ヴラッド（12歳）
ウクライナ

ヴェロニカ（11歳）
ベラルーシ



ウ ク ラ イ ナ の 子 ど も た ち の 保 養

2010年（クリミア） 2021年（ヘルソン） 2021年（ヘルソン）

『チェルノブイリ救援カレンダー 2023年版』より


